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ＦＨＭ他残存瓦礫の撤去（⑧，⑨，⑩）

使用済燃料プール内大型瓦礫撤去順序

ＦＨＭに干渉している瓦礫の撤去（③ ～⑦）

ＦＨＭに干渉していない瓦礫の撤去（①～②）

落下防止対策（ライニング養生）

⑦
⑥

⑤

④

⑧

⑨

①①

②②

③③

⑨

３号機使用済燃料プールからの燃料取り出しに向け、使用済燃料

プール内の大型瓦礫撤去を開始(2013.12.17)。

３月中にＦＨＭに干渉している鉄筋・デッキプレート等の撤去を

ほぼ完了。FHM撤去作業に着手。

8月末に操作卓落下事象により作業を中断。

12月17日に作業再開。

これまでの撤去瓦礫量は累計で鉄筋322本、デッキプレート55

枚、屋根トラス材6本、走行式補助ホイスト1基，張出しフレー

ム1枚，操作卓1基

現在実施中

３号機大型瓦礫撤去作業の進捗状況について

⑩

操作卓落下事象を受け，今後の瓦礫撤去作業中に，
ラック養生板追加敷設を行う。

＜使用済燃料プール内瓦礫撤去作業状況＞
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追加養生板敷設と瓦礫撤去時の運用方針追加養生板敷設と瓦礫撤去時の運用方針

＜養生板敷設＞
●撤去前に撤去対象物の移動ルートにある燃料ラック上を原則養生する。
●大型瓦礫着床の干渉等により養生板が追加設置できない場合は，養生板設置前

に着床瓦礫を撤去する。
●養生板が追加設置できない範囲を撤去対象物が移動する場合は，以下の

「撤去時の運用」にて対処する。

「撤去時の運用」
＜FHMブリッジ以外＞

・大型瓦礫の撤去時は吊上げ高さを管理し燃料ラックとの距離を抑える
ことで万が一の落下時の衝撃を低減する。

・燃料未装荷のエリア上で撤去する。
＜FHMブリッジ＞

・専用治具を用いて確実に把持し撤去を行う。･･･ C

･･･ B

･･･ A
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今後のラック養生板設置及び瓦礫撤去手順案（概略）

1.操作卓撤去※1

2.既設養生板移動

3.ラック養生板敷設（北東）

4.トロリ2階他撤去

5.ラック養生板敷設（南西）・移動（北東）

6.ウォークウェイ他処理

7.ラック養生板敷設（北西）

8.FHM本体撤去

9.ラック養生板移動

10.CUWハッチ撤去

11 .ラック養生板敷設

12.その他瓦礫撤去

B

A

B

C

B

BA

Ａ：撤去前に追加養生材敷設
・トロリ２階，その他瓦礫

Ｂ：吊上げ高さを管理
・操作卓，ウォークウェイ，

ＣＵＷハッチ※2，その他瓦礫
Ｃ：専用治具を用いた撤去

・ＦＨＭ本体

※1：撤去しないとラック養生板が敷設できない
ため，先行して撤去を行う。

※2：専用治具を用いて撤去を行う。
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張出しフレーム撤去状況（H26.12.17）

水中で掴んだ様子

気中に吊り上げた様子
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操作卓撤去状況（H26.12.19）

水中で掴んだ様子

気中に吊り上げた様子
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工程（案）工程（案）

今後，瓦礫撤去を進めて行く上で，瓦礫に応じた新撤去治具等を新規製作する場合は，
工程に影響を及ぼす可能性がある。

平成27年（2015）

43112109

瓦礫撤去作業

52118

その他

既設養生板

追加養生板

平成26年（2014）

検討
設計・製作

3.敷設

1.操作卓・張出しフレーム撤去

準備

4.トロリ２階他撤去

6.ウォークウェイ他処理

8.FHM本体撤去

10.CUWハッチ撤去

12.その他瓦礫撤去 片付

11.敷設

2.移動

5.敷設・移動

7.敷設

9.移動

完了確認

オペフロ除染※
※瓦礫撤去再開までの期間，オペフロ

除染を実施する。
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現状の瓦礫と既設養生板の配置

操作卓＋張出フレーム

CUWハッチ

張出しフレーム（西側）

トロリー２階

FHM西側フレーム

ジブクレーンフレーム

エンドトラック

ウォークウェイ西側
FHM本体

給電装置

浄化装置

既設養生板

N
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撤去案(1/2)

吊り上げ高さ管理による撤去例（操作卓）

撤去前に追加養生材敷設の例（トロリ２階）

吊上げ，プール外搬出，その後，
養生材を設置

吊上げ，撤去

鋼材用カッター機にて把持し，吊り上げ高さ
管理し，万が一の落下時の衝突を低減

フォークにより確実に把持した上で切断

B

A

追加養生材が設置出来ない例

手順（案）
・鋼材用カッターにて操作卓
を把持

・操作卓撤去

使用取扱具
・C/C1台
・鋼材用カッター

手順（案）
・フォークにより撤去対象物
を確実に把持

・鋼材用カッター，ケーブル
用カッターによるフレーム
変形，切断

・フォークにて吊り上げ・撤去

使用取扱具
・C/C2台
・鋼材用カッター
・ケーブル用カッター
・フォーク
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撤去案(2/2)

掴み・挿入位置

専用治具を用いた撤去例（ＦＨＭ本体）

西側吊具

ＦＨＭ西側をＦＨＭ西側吊具にて把持

東側吊具
（モックアップ試験済）

ＦＨＭ東側をＦＨＭ東側吊具を挿入し，吊上げ，撤去

※専用治具を用い，確実に把持し，
吊り上げ後の安定性を確認
また，燃料の共吊りがないこと
を確認

手順（案）
・ＦＨＭ西側をＦＨＭ西側吊具にて把持
・ＦＨＭ東側をＦＨＭ東側吊具にて把持
・ＦＨＭ西側吊具，ＦＨＭ東側吊具の順序
にて交互に吊上げ，ヤードに吊り降ろす

使用取扱具
・Ｃ／Ｃ２台
・中型カッター機
・ＦＨＭ西側吊具
・ＦＨＭ東側吊具

C

西 東
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ＦＨＭ本体撤去前養生板敷設予定図

養生板敷設（北西）

浄化装置

追加養生板敷設（南西）

養生材の寸法、枚数は
今後最適化を図る。

追加養生板は，
操作卓撤去後に敷設

：追加養生材
：既設置養生材

N
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構造材として□200*t4.5(両端シール)を
4本使用し，浮力材として使用

上面はクッション
材とする(50mm厚)

プール内におろす際，鋼材
用カッターにて吊下げる

一旦，既設養生材の上に置
いた後，鋼材用カッターに
てFHM下部に挿入下面にはダンパー付

約
4500mm

約850mm

（参考資料）ラック養生板について（概略例）

本体は角材の浮力を利用し
て，水中重量を低減する。



12無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

水中・気中の瓦礫（鋼材、コンクリート
等）を把持して撤去する場合に使用。

フォーク

鋼材用カッターに取付けて
使用。ケーブル、細い鋼材
の切断に使用。

鋼材を切断、または把持し
て撤去する場合に使用。刃
の根本部分で旋回・曲げ動
作が可能。FHM構成部材
へのアクセスが大型カッ
ターに比べ容易。

ケーブル用カッター鋼材用カッター

（参考資料）瓦礫取扱具
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●ＦＨＭブリッジ一括撤去吊具 概略図

ＦＨＭ東側吊具 外形図

約8000mm

ＦＨＭ西側吊具 外形図

約6000mm

約40
00

mm

（参考資料）ＦＨＭ吊具

約
40

00
mm


